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▲
■
まれる項目の平均得点を図６に示した。高校生群では、〈個性の拡大とコミュニ
ケーション〉に関する科目が平均3.57と非常に高く、〈対人関係への自己コント
ロール〉も3.46、〈学力〉〈教師とのコミュニケーション〉のいずれも平均3.0を超
える高い平均値を示していた。保護者群では、〈個性の拡大とコミュニケーショ
ン〉は高校生群同様に高い平均値（3.66）を示し、〈教師との関わり〉も3.56と高
い数値を示した。それに対して、〈社会的規範への自己コントロール〉が3.11と
相対的に期待が少なく、保護者が思考力や個性といった要素と同時に、教師との
関わりを学園に強く求めていることが示された。また、先に述べた学力同様、
〈社会的規範への自己コントロール〉への期待も相対的に少なく、何らかの外的
な基準に合わせて自己を抑制するような能力についてはあまり期待していないこ
とが示唆された。また、大学生の結果からは、〈個性の拡大とコミュニケーショ
ン〉〈社会的規範への自己コントロール〉がそれぞれ3.23、3.22と高い平均得点を
示した。
以上３群の結果から、以下の３点を指摘しておきたい。
まず、〈個性の拡大とコミュニケーション〉因子についてであるが、個性や創
造性、思考力とコミュニケーション能力が一つの因子に構成され、どの群におい
てもそれに対する非常に強い期待が見られた。これは、和光学園が明示的に追究
していることと対応しているように思われる。
第二に、自己コントロール能力に関して、保護者群や大学生群では社会的規範
に対する自己コントロールという側面が強いのに対して、高校生群ではコミュニ
ケーションにおける自己コントロールという側面が強く、ここでも、高校生が他
者を非常に意識して学校生活を送っていることがうかがわれた。
第三に、高校生群、大学生群ともに、学校生活の中で個性の拡大と同時に、自
己コントロールの力（各群でコントロールの対はやや異なるが）も同程度に身につ
けたいと感じているのに対して、保護者群は、個性の拡大は強く期待する半面、
自己コントロールはあまり期待していない、という特徴的な結果が示された。自
己コントロールや狭義の学力を相対的に重視しない保護者の傾向の背景に、どの
ような保護者の信念があるのかについては、今後明らかにすべき問題である。
５──まとめと今後の課題
以上の結果をまとめると、現代の若者の学習主体としてのあり方のいくつかの
特徴が見出された。
第一に、若者たちの中では、個性の拡大と他者とのコミュニケーションが一つ
の因子を構成し、学校生活の中で強く期待されていることが特徴的だった。一般
に、青年期のアイデンティティの発達に関わる議論の中では、自己の個性や将来
展望の追求と他者との関係を深めることとは、表裏一体の関係にある。他者と深
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く関わり、他者について知ることが、自分と他者の違いを知り、自分のあり方を
明確に自覚することを助けると考えるのである。したがって、彼らがそのような
傾向を強く示すこと自体は不思議なことではない。
重要なのは、そのような自己の追究を支える機能を持つコミュニケーションが
実際に展開されているか否か、ということである。本研究の結果からは、彼らの
コミュニケーションは、「侵入性」に対して非常に敏感であり、相手を肯定する
ことを中心とした、気遣いに満ちたものであることが示された。このようなコミ
ュニケーションは、お互い自己を肯定するような働きかけだけを受けることにな
るので、その結果、自己への確信を深める機能を持つかもしれない。しかし、こ
のような自己は、いったん他者からの侵入や対立に直面したときに保持できるよ
うな可塑性を持っているとは限らない。すなわち、若者が個性の拡大と同時に期
待しているコミュニケーションがこのようなものであるとするならば、個性の拡
大もまた実現するのが難しいということになるかも知れない。
保護者もまた個性の拡大とコミュニケーションを同時に期待している。保護者
の期待するコミュニケーションは、従来のアイデンティティ確立の理論の中で唱
えられてきたような、自他の違いを知ることによって自己の輪郭を意識化するよ
うなコミュニケーションである可能性が高い。したがって、一見両者は同じこと
を期待しているかのようであるが、期待の中身は異なっている可能性もある。
第二の特徴として、高校生、大学生ともに、実体験や討論による学習への志向
が強いことが示された。彼らの実体験への志向性は、学習のプロセスに自分自身
が関与する余地が大きいことが関係しているのかも知れない。それに加えて、こ
のような学習は具体的である分容易なのだろう。
しかし、このような具体的・個別的事例は、学習の高次化に伴い、より一般
化・抽象化される必要がある。具体的な事柄から抽象的学習への変換のためには、
個別事例をさまざまな視点から検討したり、いろいろな立場の人の個別事例を集
約することが必要である。そのプロセスでは、仲間とのコミュニケーションが不
可欠であろう。個別事例に関して自分以外の人の考えを知り対比させたり、他者
の事例を共感的に理解して自分の経験と対比させることなどを繰り返さなくては、
個々の個別の経験は一般化されえず、抽象化もありえないからである。
本研究で示されたような自己への「侵入性」に対して敏感な高・大生のコミュ
ニケーションは、個別体験を抽象化させる機能に乏しいと言えよう。個別体験を
抽象化するためには、他者と異なる意見を言ったり、他者の意見を自身のうちに
深く浸透させるなど、相互に侵入的であることが必要となるからである。「実体
験と討論を通してものごとの本質を知ることができる」と考えている彼らの学習
観を実現させるためには、少なくとも学習の文脈においては、相互の自由なコミ
ュニケーションが可能であり、必要であるということを、高・大生に体感させる
ことが重要となろう。
公開シンポジウム：若者は、どこから来て、どこへ行く？── 081
第三に、高校生の仲間関係において、友達と関わるのは楽しい反面、友達から
必要とされ、承認されているという思いが極端に低い点もまた特徴的だった。認
め合い、侵入を避け、お互いにとって心地いいコミュニケーションを心がけてい
る彼らにとって、そのような関わりが楽しい反面、相互に相手に負担をかけない
ように配慮しあうなどする中で、お互いを支えあう感覚などは得にくいのだろう。
侵入しあわない距離感を保ちながら、しかし密接にかかわりあうことの背景にあ
る、高校生の友達関係の心もとなさが顕在化したように感じられた。
なお今後の課題としては、第一に、今回の結果を他のサンプルと比較する必要
がある。和光学園という特徴ある教育を行なっていると広く認識されている学校
の中で育つ生徒たちから得られた知見が、どこまで和光学園に固有の結果であり、
どこからが現代の若者に共通する特徴なのかを明らかにすることが必要である。
第二に、質問紙調査のように、実際に和光学園の中で生活し学習している生徒た
ちの考えを、外側から客観的に分析するだけではなく、彼ら自身がどのように感
じているのかを直接聞き取ることが必要である。これについては、今回の調査全
体の中では、何人かの生徒・学生からの聞き取り調査を行なっている。第三に、
今回の調査の結果が、和光学園の教育の歴史的背景のなかでどのように位置づけ
られるかについて考察する必要がある。
［つねた ひでこ］
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